
 

 

「ローン・セカンダリー市場における情報開示に関する行為規範」公表にあたって 
 
ローン・セカンダリー委員会では、貸付債権のセカンダリー市場での譲渡取引における

情報開示のあり方について、委員会内にワーキング・グループ（「WG」）を設置、本年

６月より検討を進めて参りました。 
 
今般、WG の検討成果を委員会にて採択し、理事会の承認を得たうえで「ローン・セカ

ンダリー市場における情報開示に関する行為規範」として公表することとなりました。 
 
貸付債権の売買は、信用リスクを売買することを意味しますので、信用リスク評価にあ

たって、取引当事者間での情報の授受は欠かせないものと考えられます。しかしながら、

かかる情報授受の態様は様々になりえます。その態様次第では、①取引当事者の自己責

任原則との平仄、②金融機関の守秘義務との関係、といった点で問題が発生する虞もあ

ります。 
 
そこで、本 WG においては、かかる留意点を巡り、現在の譲渡取引の実態および環境

を踏まえたうえで、情報の取扱いのあるべき姿について検討してきたものです。なお、

本行為規範は、長島・大野・常松法律事務所の諸先生による法的論点の整理をベースに

作成されております。 
 
ＪＳＬＡ所属会員のみならず、多くの本邦ローン・セカンダリー市場参加者が本行為規

範の内容を確認し、本行為規範に従い行為することが強く期待されています。かかる行

為が定着することにより、商慣習が確立され、安定感ある市場が健全な形で成長・存続

することにつながるものと考えております。 
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